




ム（子供用）、リコーダー、シェイカー、トークドラム、譜面台、練習用テキスト（３）なども

寄贈した。こどもたちによる器楽合奏もできそうである。	
 

	
 

息の長い復興支援を！  

	
 復興支援は、ただ一回だけではなく、息の長い支援が必要とされる。とくにアコーディオンの

演奏レベルの向上には、定期的な訪問による講習も不可欠であろう。アコーディオンをお贈りし

たからには、これからの息の長いアフターケアを、今から検討しておくべきだと思った。	
 

	
 今回のアコ今回のアーディオンによる気仙沼支援に、コーディネ―トのお骨折りいただいた菅

原雄治さんに厚く御礼申し上げます。「おひさま」と第２保育所の二か所の選定は、実に妥当な

選定であったと思う。２月１７日～１９日の気仙沼訪問には、川口裕志先生、後平澪子、後藤広

一、倉田美穂、高橋伸幸、菊地毅、霜島義和、勝俣友子、勝俣静雄の９名が参加した。	
 

全行程1030ｋｍの長距離ドライブを担当していただいた後藤さんには深く感謝申し上げます。	
 

	
 とくに往きは深夜ドライブにもかかわらず、不安感をまったく感じさせないすばらしい運転に

賞賛の声がしきりであった。そして今回９名が全員健康で、無事に目的を果たして帰京できたの

は、実に喜ばしいことであった。	
 

	
 みなさま、お疲れさまでした。  


